
砂行１号古墳 遠景

銅鏡 (変形神獣鏡 )出土状況

　砂行１号古墳は、丘陵の最も高い位置に立地する。表面に

葺石を施し、造り出し部を伴う円墳である。埋葬主体部を２

箇所確認したことから２回の埋葬があったと考えられる。そ

のうちの一つの主体部から銅鏡 (変形神獣鏡 )が出土した。　
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